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リュウグウノツカイ（アカマンボウ目リュウグウノツカイ科） 
BSKU 39999, Regalecus russellii (Cuvier, 1816) ,３９４+cm TL,  
1984年8月24日， 土佐湾，ネオタイプに指定される予定 



1984年　リュウグウノツカイ	




リュウグウノツカイ	


２０１０年８月	






動物分類学	


松浦啓一，編（2003)	
  標本学　自然史標本の収集と管理．国立科学博物館叢書③．東海大学出版会．	


理学部　遠藤広光	




アンコウ目	

日本動物大百科６魚類より	
 キアンコウ	




アカグツ科 Family Ogcocephalidae	

日本動物大百科６魚類より	
アカグツ	




荒俣 宏（1989）世界大博物図鑑２魚類 より	


ユメソコグツ属	
  Genus	
  Coelophrys	


Coelophrys	
  brevicaudata	
  



アカグツ科の新種の記載論文	




Coelophrys bradburyae Endo and Shinohara, 1999 
ワカタカユメソコグツ	




Coelophrys bradburyae Endo and Shinohara, 1999 



松浦啓一，編（2003)	
  標本学　自然史標本の収集と管理．	
  
　　　　　国立科学博物館叢書③．東海大学出版会．	




ワカタカユメソコグツ	
  
のホロタイプ	




Endo and Shinohara (1999)	




ワカタカユメソコグツのエスカ	


Endo and Shinohara (1999)	




アカグツ科内の系統類縁関係の推定	


Endo and Shinohara (1999)	




フサアンコウ科	


チョウチンアンコウ亜目	


アカグツ属	


アカフウリュウウオ属	


アカグツ属　円盤状の体	


アカグツ	


球状の体	


ユメソコグツ属	


ムシフウリュウウオ属	


フウリュウウオ属	
ワカタカユメソコグツ	


Endo and Shinohara (1999)	


ソコグツ属	




標本の役割　分類学を支えるもの	


Endo and Shinohara (1999)	




「自然史研究に用いる標本」とは？	


•  収集した自然界に存在するもの	
  

•  採集記録が必要　場所と年月日や時間，環境など	
  

•  ある程度の数が必要　変異や分布，資源	
  

•  適切な処理を行い作成し，適切な整理と保管	


研究結果を保証する「証拠	
  voucher」	


自然史博物館	




標本採集から管理まで	


•  採集と採集データを記録	
  
•  作成と処理　	
  
•  受入　研究機関へ　	
  
•  仕分けと仮同定	
  
•  同定と登録　標本台帳とデータベース，タグ，ラベル	
  

•  収納と配列　分類体系，調査，タイプ	
  
•  貸出と交換　記録を保管　送り状	
  invoice	
  

	
  
規則に従って登録・配列・管理	


半永久的に運営する体制と資金が必要	




藤田敏彦(２０１０）「動物の系統分類と進化」裳華房より	




藤田敏彦(２０１０）「動物の系統分類と進化」裳華房より	




日本の魚類分類学は土佐から	


田中茂穂博士	
 蒲原稔治博士	
 

「日本の魚類学の開祖」�

1878~1974年� 1901~1972年�

Photo by H. ENDO	





高知大学理学部の魚類標本コレクション	


BSKU の略号で登録�
�約110, 00件�
未登録標本多数あり�
�
タイプ標本�131種�
�
日本周辺以外の海域での�
調査標本も多数所蔵�
・東南アジア�
・グリーンランド�
・南アフリカ	


理学部1号館2階の魚類標本室�



種多様性の解明 
◎標本の収集と維持管理 
◎標本のデータベース化 
�および統合，情報公開 
 
 
環境のモニタリング 
自然史学の教育と啓蒙 
資源�

標本は今後ますます重要になる	



